
Cisco Jabber for Windowsのインストール

インストールのオプションを確認し、Cisco Jabber for Windowsのインストールのさまざまな方法
を学習します。インストールを開始する前に、正常な導入の要件について理解します。

• インストレーションの概要, 1 ページ

• コマンドラインの使用, 4 ページ

• MSIの再パッケージ化, 9 ページ

• MSIの手動による実行, 12 ページ

• グループポリシーを使用した導入, 14 ページ

• Cisco Medianetのインストール, 16 ページ

• Cisco Jabber for Windowsのアンインストール, 17 ページ

インストレーションの概要
次のオペレーティングシステムに Cisco Jabber for Windowsをインストールできます。

• Microsoft Windows 7 32ビット

• Microsoft Windows 7 64ビット

• Microsoft Windows Vista 32ビット

• Microsoft Windows Vista 64ビット

• Microsoft Windows XP 32ビット（Service Pack 3）

Cisco Jabber for Windowsには、Microsoft .NET Frameworkまたは Javaモジュールは必要ではあ
りません。

（注）
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インストール要件の詳細については、ハードウェア要件およびソフトウェア要件のトピックを参

照してください。

インストールオプション

Cisco Jabber forWindowsで提供されるMSIインストールパッケージでは、次のインストールオプ
ションが用意されています。

コマンドライン経由のインストール

コマンドラインウィンドウで引数を使用してインストールプロパティを指定して、Cisco
Jabber for Windowsをインストールできます。

組織間に渡る複数のインスタンスをインストールする場合は、このオプションを選択しま

す。

詳細については、コマンドラインの使用を参照してください。

MSIの再パッケージ化

Microsoft Orcaなどのプログラムを使用して、Cisco Jabber for Windowsのインストールパッ
ケージをカスタマイズできます。MSIを再パッケージ化すると、デフォルトのインストー
ルパッケージを開いて必要なインストールプロパティを指定して、カスタムインストール

パッケージを保存できます。

同じインストールプロパティを持つインストールパッケージを配布する場合は、このオプ

ションを選択します。

詳細については、カスタムインストーラの使用を参照してください。

MSIの手動による実行

クライアントコンピュータのファイルシステムでMSIを手動で実行してから、Cisco Jabber
for Windowsの初回起動時に接続のプロパティを指定できます。

テストまたは評価用に単一インスタンスをインストールする場合は、このオプションを選択

します。

詳細については、MSIの手動による実行を参照してください。

インストールの設定要件

Cisco Jabber for Windowsの設定オプションを確認して、インストール前に設定ファイルを作成す
る必要があるかどうかを確認します。

デフォルト設定

ほとんどの環境で、Cisco Jabber for Windowsはプレゼンスサーバに接続してディレクトリ照会を
実行するための設定を必要としません。

オンプレミス導入で、Cisco Jabber for Windowsは Cisco Unified Presenceまたは Cisco Unified
Communications IM and Presenceを自動的に検出できるように、_cuplogin SRVレコードを使用しま
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す。プレゼンスサーバドメイン上の DNSサーバの _cuploginサービス名の DNS SRVレコードを
追加する場合、Cisco Jabber for Windowsは自動的にそのプレゼンスサーバに接続できます。

オンプレミス導入のディレクトリ統合では、Cisco Jabber for Windowsは拡張ディレクトリ統合を
デフォルトで使用します。ActiveDirectoryドメインに登録されているワークステーションにCisco
Jabber for Windowsをインストールした場合、Cisco Jabber for Windowsは自動的にディレクトリ
サービスを検出し、ドメイン内のグローバルカタログに接続します。

クラウドベース導入では、Cisco WebEx Messengerは Cisco Jabber for Windowsにプレゼンス機能と
連絡先の解決を提供します。Cisco Jabber forWindowsのすべての設定は、CiscoWebExAdministration
Toolを使用して実行します。ただし、追加オプションを使用して Cisco Jabber for Windowsをハイ
ブリッドクラウドベース導入で設定できます。

カスタム設定

次の場合に Cisco Jabber for Windowsを設定する必要があります。

• Active Directoryドメインに登録されているワークステーションに Cisco Jabber for Windowsを
インストールしない場合。

• EDIではなく、Cisco Unified CommunicationsManagerユーザデータサービスまたはサポート
されている別の LDAPディレクトリに接続する場合。

• Cisco Jabber for Windowsがディレクトリサービスを正しく使用できるようにカスタム設定を
指定する必要がある場合。カスタムディレクトリ設定には、次の内容が含まれます。

•属性のマッピング

•接続の設定

•連絡先写真の取得の設定

•ディレクトリ検索の設定

•ドメイン内フェデレーションの設定

•次のようなカスタムコンテンツを使用して展開する場合。

•ユーザが問題レポートを送信できるスクリプト

•自動アップデートを有効にするファイル

• HTMLコンテンツを表示するためのカスタム埋め込みタブ

•ユーザが忘れてしまったパスワードをリセットまたは取得できる URL

•次のようなカスタムポリシー設定を使用して展開する場合。

•画面キャプチャの無効化

•ファイル転送の無効化

•ビデオコールの無効化

•展開で認証情報設定を指定する場合。
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コマンドラインの使用
インストール時にプロパティを Cisco Jabber for Windowsに適用するために、コマンドラインの引
数を指定できます。

はじめる前に

ソフトウェア設定管理プログラムを使用して導入するために Cisco Jabber for Windowsを準備しま
す。

ステップ 1 コマンドラインウィンドウを開きます。

ステップ 2 次のコマンドを入力します。
msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi

ステップ 3 コマンドラインウィンドウでコマンドラインの引数を parameter=valueのペアで指定します。
次に、Cisco Jabber for Windowsをインストールするためのコマンドの例を示します。

オンプレミスの導入

msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi TYPE=CUP ADDRESS=1.2.3.4
DOMAIN=domain.com LANGUAGE=1033 /quiet

ここで、

TYPE=CUPにより、Cisco Unified Presenceがプレゼンスサーバとして指定されます。
ADDRESS=1.2.3.4により、1.2.3.4がプレゼンスサーバの IPアドレスとして指定されます。
DOMAIN=domain.comにより、domain.comがプレゼンスサーバのドメイン名として指定されます。
LANGUAGE=1033により、英語が言語として指定されます。
/quietにより、サイレントインストールが指定されます。

クラウドベースの導入

msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi TYPE=WEBEX SSO_ORG_DOMAIN=domain.com /quiet

ここで、

TYPE=WEBEXにより、Cisco WebEx Messengerがプレゼンスサーバとして指定されます。
SSO_ORG_DOMAIN=domain.comにより、domain.comが SSOのドメイン名として指定されます。
/quietにより、サイレントインストールが指定されます。

コマンドラインの引数の詳細については、「コマンドライン引数」を参照してください。

ステップ 4 コマンドを実行して、Cisco Jabber for Windowsをインストールします。

   Cisco Jabber for Windows 9.0.x インストレーションコンフィギュレーションガイド
4

Cisco Jabber for Windowsのインストール
コマンドラインの使用



関連トピック

コマンドライン引数, （5ページ）

コマンドライン引数

次の表に、Cisco Jabber for Windowsをインストールするために使用されるコマンドライン引数を
説明します。

説明値引数

プレゼンスサーバのタイプを定義します。次の

いずれかの値を設定します。

CUP

プレゼンスサーバとして Cisco Unified
PresenceまたはCiscoUnified Communications
IM and Presenceを定義します。

WebEx

プレゼンスサーバとして Cisco WebEx
Messengerを定義します。

CUP

WebEx

TYPE

プレゼンスサーバのアドレスを指定します。値

として次のいずれかを設定します。

ホストネーム

例：hostname

IPアドレス

例：123.45.254.1

完全修飾ドメイン名

例：hostname.domain.com

プレゼンスサーバがドメインネームシステム

サービスレコード（DNS SRV）をサポートして
いない場合は、この引数の値を指定する必要があ

ります。たとえば、CiscoUnified Presence 8.5.2で
は DNS SRVをサポートしていません。

プレゼンスサーバ

のアドレス

ADDRESS
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説明値引数

プレゼンスサーバのドメイン名を識別します。

この引数の値として、ドメイン名を指定します。

たとえば、domain.comなどです。

プレゼンスサーバのドメインが、Cisco Jabber for
Windowsがインストールされているワークステー
ションのドメインと同じではない場合は、この引

数を指定する必要があります。

次のように、プレゼンスサーバのドメインを確

認するための適切な手順を実行します。

Cisco Unified Presence

1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco
Unified Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

2 [システム（System）] > [クラスタトポ
ロジ（Cluster Topology）]を選択しま
す。

3 [設定（Settings）]を選択します。
4 [ドメイン名（Domain Name）]フィール
ドの値としてドメイン名を確認します。

Cisco Unified Communications IM and Presence

1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理
（Cisco Unified CM IM and Presence
Administration）]インターフェイスを開
きます。

2 [システム（System）] > [クラスタトポ
ロジ（Cluster Topology）]を選択しま
す。

3 [設定（Settings）]を選択します。
4 [ドメイン名（Domain Name）]フィール
ドの値としてドメイン名を確認します。

ドメイン名

（Domain Name）
DOMAIN
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説明値引数

Cisco Jabber for Windowsが使用する言語のロケー
ル ID（LCID）を 10進数で定義します。値は、
サポートされる言語に対応する、10進数のLCID
でなくてはなりません。

たとえば、次のいずれかを指定できます。

• 1033は英語です。

• 1036はフランス語です。

• 1034はスペイン語です。

• 2052は簡体字中国語です。

この引数は省略可能です。値を指定しなかった

場合は、Cisco Jabber for Windowsはデフォルトと
してシステムロケールの言語が使用されます。

指定可能な言語のリストについては、サポートさ

れる言語のトピックを参照してください。

10進数の LCIDLANGUAGE

ユーザがパスワードを忘れたか、リセットする必

要がある場合に、Cisco Jabber for Windowsユーザ
に示される URLを指定します。

Cisco Jabber for Windowsの機能を有効にするため
に、この引数を指定する必要はありません。た

だし、ユーザが新しいパスワードを取得できるよ

う、有効な URLを指定する必要があります。

クラウドベース導入では、パスワード

を忘れた場合に使用する URLを Cisco
WebEx Administration Toolで指定できま
す。ただし、Cisco Jabber for Windows
はユーザがサインインするまでは、パ

スワード忘れのURLを取得することが
できません。

（注）

URLFORGOT_PASSWORD_URL

シングルサインオン（SSO）の完全修飾ドメイン
名を指定します。

この引数は、Cisco WebEx Messengerで SSOを使
用するために必要であり、クラウドベース導入に

だけ適用されます。

完全修飾ドメイン

名

SSO_ORG_DOMAIN

Cisco Jabber for Windows 9.0.x インストレーションコンフィギュレーションガイド
7

Cisco Jabber for Windowsのインストール
コマンドライン引数



説明値引数

TFTPサーバ上にある、グローバル設定ファイル
の一意の名前を指定します。グローバル設定ファ

イルが、デフォルト名（jabber-config.xml）
を使用しない場合は、この引数の値を指定する必

要があります。

値として、未修飾か完全修飾のファイル名を指定

できます。この引数の値として指定した名前は、

TFTPサーバ上のその他のグローバル設定ファイ
ルよりも優先されます。

この引数は省略可能です。

FilenameTFTP_FILE_NAME

関連トピック

コマンドラインの使用, （4ページ）
カスタムインストーラの使用, （9ページ）

サポートされる言語

次の表に、Cisco Jabber for Windowsでサポートされる言語を示します。

ポルトガル語（ブラジル）フランス語アラビア語

ポルトガル語（ポルトガル）ヘブライ語カタロニア語

ロシア語イタリア語チェコ語

スウェーデン語日本語デンマーク語

タイ語韓国語ドイツ語

トルコ語ノルウェー語ギリシャ語

中国語（簡体字）オランダ語英語

中国語（繁体字）ポーランド語スペイン語

フィンランド語
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Cisco Jabber for Windowsでは、すべてのサブ言語のロケール IDはサポートしていません。た
とえば、フランス語（カナダ）を指定した場合は、Cisco Jabber for Windowsではフランス語
（フランス）が使用されます。

本リリース以降、Cisco Jabber for Windowsでは中国語（簡体字）と中国語（繁体字）のロケー
ル IDのみをサポートします。 Cisco Jabber for Windowsでは、中国語のその他のサブ言語のロ
ケール IDはサポートしません。たとえば、中国語（シンガポール）を指定した場合は、Cisco
Jabber for Windowsでは英語が使用されます。

（注）

ロケール IDの詳細については、次のドキュメントを参照してください。

• Microsoft Windows Locale Code Identifier (LCID) Reference

• Locale IDs Assigned by Microsoft

関連トピック

Microsoft Windows Locale Code Identifier (LCID) Reference
Locale IDs Assigned by Microsoft

MSI の再パッケージ化
必要なインストールプロパティを含むカスタムMSIを作成するためにCiscoJabberSetup.msi
を再パッケージ化できます。

カスタムインストーラの使用

CiscoJabberProperties.mstトランスフォームファイルを使用して、
CiscoJabberSetup.msiを変更し、カスタムインストーラを作成します。

トランスフォームファイルの適用によって、CiscoJabberSetup.msiのデジタルシグニ
チャは変更されません。

（注）

はじめる前に

1 Cisco.comから Cisco Jabber for Windows管理パッケージをダウンロードします。
2 CiscoJabberProperties.mstを Cisco Jabber for Windows管理パッケージからファイルシ
ステムにコピーします。

3 MicrosoftのWebサイトからMicrosoft Windows SDK for Windows 7および .NET Framework 4を
ダウンロードしてインストールします。
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Microsoft Orcaを使用して、CiscoJabberSetup.msiのカスタムバージョンを作成します。
Microsoft Orcaは、Microsoft Windows SDK for Windows 7および .NET Framework 4の一部とし
て使用できます。

ステップ 1 Microsoft Orcaを起動します。

ステップ 2 Microsoft Orcaで CiscoJabberSetup.msiを開きます。

a) [ファイル（File）] > [開く（Open）]を選択します。
b) ファイルシステムで CiscoJabberSetup.msiの場所を参照します。
c) CiscoJabberSetup.msiを選択し、[開く（Open）]を選択します。

CiscoJabberSetup.msiがMicrosoft Orcaで開きます。インストーラのテーブルのリストが [テーブル
（Tables）]ペインに表示されます。

ステップ 3 CiscoJabberProperties.mstを適用します。

a) [トランスフォーム（Transform）] > [トランスフォームの適用（Apply Transform）]を選択します。
b) ファイルシステムで CiscoJabberProperties.mstの場所を参照します。
c) CiscoJabberProperties.mstを選択し、[開く（Open）]を選択します。

ステップ 4 [テーブル（Tables）]ペインのテーブルのリストから [プロパティ（Property）]を選択します。
CiscoJabberSetup.msiのプロパティのリストがアプリケーションウィンドウの右側のパネルに表示
されます。

CiscoJabberProperties.mstでは、次のプロパティを適用します。

• DOMAIN

• LANGUAGE

• TFTP_FILE_NAME

• ADDRESS

• TYPE

• SSO_ORG_DOMAIN

• FORGOT_PASSWORD_URL

これらのプロパティは、コマンドラインの引数に対応し、同じ値が設定されています。各プロパティと指

定できる値の説明については、「コマンドライン引数」を参照してください。

ステップ 5 必要に応じてプロパティの値を指定するか、不要なプロパティを削除します。

ステップ 6 カスタムインストーラで埋め込みストリームを保存できるようにします。

a) [ツール（Tools）] > [オプション（Options）]を選択します。
b) [データベース（Database）]タブを選択します。
c) [[名前を付けて保存（Save As）]の選択時に埋め込みストリームをコピーする（Copy embedded streams

during 'Save As'）]を選択します。
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d) [適用（Apply）]を選択し、[OK]を選択します。

ステップ 7 カスタムインストーラを保存します。

a) [ファイル（File）] > [名前を付けて変換を保存（Save Transformed As）]を選択します。
b) ファイルシステム上の場所を選択してインストーラを保存します。
c) インストーラの名前を指定してから、[保存（Save）]を選択します。

次の作業

ソフトウェア設定管理プログラムを使用して展開するためにカスタムインストーラを準備しま

す。

関連トピック

コマンドライン引数, （5ページ）
Microsoft Windows SDK for Windows 7および .NET Framework 4

カスタムトランスフォームファイルの作成

カスタムトランスフォームファイルには、インストーラに適用できるプロパティおよび値が含ま

れます。たとえば、インストール時に Cisco Jabber for Windowsのデフォルト言語をフランス語に
設定するトランスフォームファイルと、デフォルト言語をスペイン語に設定するもう 1つのトラ
ンスフォームファイルを作成できます。その後、各トランスフォームファイルを

CiscoJabberSetup.msiに適用し、それぞれの言語にインストーラを 1つずつ作成できます。

ステップ 1 Microsoft Orcaを起動します。

ステップ 2 CiscoJabberSetup.msiを開き、CiscoJabberProperties.mstを適用します。
詳細については、カスタムインストーラの使用を参照してください。

ステップ 3 該当するインストーラプロパティに値を指定します。

ステップ 4 トランスフォームファイルを生成して保存します。

a) [トランスフォーム（Transform）] > [トランスフォームの生成（Generate Transform）]を選択します。
b) トランスフォームファイルを保存するファイルシステムの場所を選択します。
c) トランスフォームファイルの名前を指定して [保存（Save）]を選択します。

作成したトランスフォームファイルは、file_name.mstとして保存されます。このトランス
フォームファイルを適用して、CiscoJabberSetup.msiのプロパティを変更できます。
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MSI の手動による実行
CiscoJabberSetup.msiを手動で実行して Cisco Jabber for Windowsの単一インスタンスをイン
ストールし、[接続設定（Connection Settings）]ダイアログボックスで接続設定を指定できます。

ステップ 1 CiscoJabberSetup.msiを起動します。
インストールプログラムにより、インストールプロセスのウィンドウが開きます。

ステップ 2 手順に従ってインストールプロセスを完了します。

ステップ 3 Cisco Jabber for Windowsを起動します。

ステップ 4 [ファイル（File）] > [接続設定の変更（Change connection settings）]を選択します。
[接続設定（Connection Settings）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 電話デバイスの基本接続設定を指定します。

説明プロパティ

プレゼンスサーバのタイプを定義します。次のオ

プションのいずれかを選択します。

Cisco WebEx

Cisco WebEx Messengerをプレゼンスサーバ
として指定します。

Cisco Unified Presence

Cisco Unified Presenceまたは Cisco Unified
Communications IM and Presenceをプレゼンス
サーバとして指定します。

サーバタイプ（Server type）
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説明プロパティ

Cisco Jabber forWindowsでプレゼンスサーバを自動
的に検索するかどうかを定義します。次のオプショ

ンのいずれかを選択します。

デフォルトサーバを使用（Use the default server）

Cisco Jabber for Windowsでプレゼンスサーバ
を自動的に検索することを指定します。

次のファイルサーバを使用（Use the following File
Server）

プレゼンスサーバの接続プロパティを指定で

きるようにします。プレゼンスサーバでドメ

インネームシステムサービスレコード（DNS
SRV）がサポートされていない場合に、この
オプションを選択します。たとえば、Cisco
Unified Presence 8.5.2では DNS SRVをサポー
トしていません。

ログインサーバ（Login server）

プレゼンスサーバを識別します。このプロパティ

の値として次のいずれかを指定します。

ホストネーム

例：hostname

IPアドレス

例：123.45.254.1

完全修飾ドメイン名

例：hostname.domain.com

サーバアドレス（Server address）

プレゼンスサーバが実行されるドメイン名を識別

します。このプロパティの値としてドメイン名を

指定します（例：domain.com）。

プレゼンスサーバが、Cisco Jabber forWindowsがイ
ンストールされているワークステーションのドメイ

ンと異なる場合に、このプロパティを指定する必要

があります。

ドメイン（Domain）

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。
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グループポリシーを使用した導入
Microsoft Group Policy Management Console（GPMC）を使用して、グループポリシー付きで Cisco
Jabber for WindowsをMicrosoft Windows Serverにインストールします。

グループポリシーを使用して Cisco Jabber for Windowsをインストールするには、Cisco Jabber
for Windowsを導入する予定のすべてのコンピュータまたはユーザが同じドメインにある必要
があります。

（注）

はじめる前に

インストールパッケージの言語コードを設定するには、次の手順を実行します。

1 Microsoft Orcaを起動します。

Microsoft Orcaは、Microsoft WebサイトからダウンロードできるMicrosoft Windows SDK for
Windows 7および .NET Framework 4の一部として提供されます。

2 CiscoJabberSetup.msiを開きます。

a [ファイル（File）] > [開く（Open）]を選択します。

b ファイルシステムで CiscoJabberSetup.msiの場所を参照します。

c CiscoJabberSetup.msiを選択し、[開く（Open）]を選択します。

3 [表示（View）] > [要約情報（Summary Information）]を選択します。

4 [言語（Language）]フィールドを見つけます。

5 インストール言語に対応するロケール IDを設定します。

たとえば、インストールの言語として英語を指定するには、ロケール IDに 1033を設定しま
す。

6 [OK]を選択します。

7 インストールパッケージを保存します。

インストールパッケージを保存するために [ファイル（File）] > [名前を付けて保存（SaveAs）]
を選択した場合は、組み込みストリームを有効にする必要があります。

1 [ツール（Tools）] > [オプション（Options）]を選択して [データベース（Database）]タブ
を選択します。

2 [[名前を付けて保存（SaveAs）]の選択時に埋め込みストリームをコピーする（Copyembedded
streams during 'Save As'）]を選択します。
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3 [適用（Apply）]を選択し、[OK]を選択します。

ステップ 1 導入のためのソフトウェア配布ポイントにインストールパッケージをコピーします。

Cisco Jabber for Windowsを導入する予定のすべてのコンピュータまたはユーザは、分散ポイントのインス
トールパッケージにアクセスできる必要があります。

ステップ 2 [スタート（Start）] > [ファイル名を指定して実行（Run）]を選択し、次のコマンドを入力します。
GPMC.msc

[グループポリシー管理（Group Policy Management）]コンソールが開きます。

ステップ 3 新しいグループポリシーオブジェクトを作成します。

a) 左側のペインの適切なドメインを右クリックします。
b) [このドメインに GPOを作成してここにリンクする（Create a GPO in this Domain, and Link it here）]を
選択します。

[新しい GPO（New GPO）]ウィンドウが開きます。

c) [名前（Name）]フィールドにグループポリシーオブジェクトの名前を入力します。
d) デフォルト値をそのままにするか、[発信元の開始 GPO（Source Starter GPO）]ドロップダウンリスト
から適切なオプションを選択し、次に [OK]を選択します。
新しいグループポリシーが、ドメインのグループポリシーのリストに表示されます。

ステップ 4 導入の範囲を設定します。

a) 左側のペインのドメインの下からグループポリシーオブジェクトを選択します。
グループポリシーオブジェクトが右側のペインに表示されます。

b) [スコープ（Scope）]タブの [セキュリティフィルタリング（Security Filtering）]セクションで、[追加
（Add）]を選択します。
[ユーザ、コンピュータ、またはグループの選択（Select User, Computer, or Group）]ウィンドウが開き
ます。

c) Cisco Jabber for Windowsを導入するコンピュータとユーザを指定します。

ステップ 5 インストールパッケージを指定します。

a) 左側のペインのグループポリシーオブジェクトを右クリックして、[編集（Edit）]を選択します。
[グループポリシー管理エディタ（Group Policy Management Editor）]が開きます。

b) [コンピュータの設定（Computer Configuration）]を選択して、[ポリシー（Policies）] > [ソフトウェア
の設定（Software Settings）]を選択します。

c) [ソフトウェアのインストール（Software Installation）]を右クリックして、[新規（New）] > [パッケー
ジ（Package）]を選択します。

d) [ファイル名（File Name）]の横にインストールパッケージの場所を入力します（例：
\\server\software_distribution）。

インストールパッケージの場所として Uniform Naming Convention（UNC）パスを入力する必
要があります。 UNCパスを入力しない場合、グループポリシーは Cisco Jabber for Windowsを
導入できません。

重要
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e) インストールパッケージを選択して、[開く（Open）]を選択します。
f) [ソフトウェアの導入（Deploy Software）]ダイアログボックスで、[割り当て済み（Assigned）]を選択
し、[OK]を選択します。

各コンピュータの次回起動時に、グループポリシーによって Cisco Jabber for Windowsがそれぞれ
のコンピュータにインストールされます。

Cisco Medianetのインストール
Cisco Medianetでは、Cisco Prime Collaboration Managerおよび Cisco Medianet対応ルータと連動す
るMicrosoft Windowsサービスを提供し、Cisco Jabber for Windowsがネットワークで遅延やパケッ
ト損失を最小限に抑えて音声メディアとビデオメディアを送信できるようにします。

Cisco Jabber forWindowsでは、音声メディアまたはビデオメディアを送信する前に、CiscoMedianet
サービスをチェックします。そのサービスがコンピュータ上に存在しない場合には、Cisco Jabber
for Windowsによってフロー情報がCiscoMedianetサービスに提供されます。その後、サービスは
ネットワークに信号を送信するため、ルータがフローを分類して Cisco Jabber for Windowsのトラ
フィックにプライオリティを設定できるようになります。サービスが存在しない場合には、Cisco
Jabber forWindowsではサービスを使用せずに、通常どおりに音声メディアとビデオメディアを送
信します。ただし、Cisco Jabber for Windowsでは、音声コールまたはビデオコールごとに Cisco
Medianetサービスをチェックします。

はじめる前に

トラフィックマーキング用に Cisco Medianetをインストールするには、次の作業を行う必要があ
ります。

• Cisco Prime Collaboration Managerをインストールします。

•適切な場合には、Cisco Medianetに対して有効なルータまたはスイッチをインストールしま
す。

• CiscoMedianetがアプリケーションに適用するメタデータ属性を処理するために、ネットワー
クを設定します。

ネットワーク内のすべてのデバイスが Cisco Medianetをサポートする必要があるわけではな
いことに注意してください。最初のホップは、Cisco Medianetからのメタデータ属性に基づ
いてトラフィックにプライオリティを設定する必要があります。トラフィックがネットワー

クを通過するときに、他のすべてのデバイスは、トラフィックを異なる方法で処理するため

にそれらのデバイスでポリシーを設定していない限り、そのトラフィックにプライオリティ

を設定する必要があります。ネットワーク設定の詳細については、Medianet Knowledge Base
Portalを参照してください。
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重要 • Cisco Jabber forWindowsでは、CiscoMedianetバージョン 3.1以降をサポートしています。

• Cisco Jabber for Windowsでは、Microsoft Windows Vistaでの Cisco Medianetをサポートし
ていません。

ステップ 1 Cisco.comにある Cisco Jabber for Windowsのダウンロードサイトから Cisco Media Services Interfaceのイン
ストールプログラムをダウンロードします。

ステップ 2 Cisco Jabber for Windowsをインストールする各コンピュータに Cisco Medianetサービスをインストールし
ます。

サービスのインストールについては、該当する Cisco Medianetのマニュアルを参照してください。

関連トピック

Cisco Jabber for Windowsのダウンロードサイト
Medianet Knowledge Base Portal

Cisco Jabber for Windowsのアンインストール
コマンドラインまたはMicrosoftWindowsコントロールパネルを使用して、Cisco Jabber forWindows
をアンインストールできます。このトピックでは、コマンドラインを使用して Cisco Jabber for
Windowsをアンインストールする方法について説明します。

コマンドラインを使用して Cisco Jabber for Windowsをアンインストールするには、MSIまたは製
品コードを使用します。MSIがファイルシステムで使用できる場合、MSIを使用します。ただ
し、MSIがファイルシステムで使用できない場合には、製品コードを使用します。

ステップ 1 コマンドラインウィンドウを開きます。

ステップ 2 次のいずれかのコマンドを入力して Cisco Jabber for Windowsをアンインストールします。
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コマンドオプション

msiexec.exe /x path_to_CiscoJabberSetup.msi
次に、MSIを使用して Cisco Jabber for Windowsをアンインストールするためのコ
マンドの例を示します。
msiexec.exe /x C:\Windows\Installer\CiscoJabberSetup.msi /quiet

ここで、/quietにより、サイレントアンインストールが指定されます。

MSIを使用したアン
インストール

msiexec.exe /x product_code

次に、製品コードを使用して Cisco Jabber for Windowsをアンインストールするた
めのコマンドの例を示します。
msiexec.exe /x 45992224-D2DE-49BB-B085-6524845321C7 /quiet

ここで、/quietにより、サイレントアンインストールが指定されます。

Cisco Jabber for Windowsの製品コードを検索するには、次の手順を実行します。

1 Microsoft Windowsレジストリエディタを開きます。
2 レジストリキー HKEY_CLASSES_ROOT\Installer\Productsを見つけます。
3 [編集（Edit）] > [検索（Find）]を選択します。
4 [検索（Find）]ウィンドウの [検索（Find what）]テキストボックスに Cisco

Jabberと入力し、[次を検索（Find Next）]を選択します。
5 ProductIconレジストリキーを見つけます。

製品コードは、

C:\Windows\Installer\{product_code}\ARPPRODUCTICON.exeのよう
に ProductIconレジストリキーの値データに示されます。

製品コードは、Cisco Jabber for Windowsの各バージョンによって変わり
ます。

（注）

製品コードを使用し

たアンインストール

コマンドによって、Cisco Jabber for Windowsがコンピュータから削除されます。
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